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既存店売上高は好調だったものの、前期の店舗閉店の影響により売上高は減少、
中東情勢の影響による主要食材の原価高騰や販管費の増加等により、減収減益
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連結業績推移 –第２四半期
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売上高 経常利益（百万円）

27.3期
２Ｑ累計業績

<売上高> 前期比 △283 百万円、増減率 △2.6 %
・期間限定キャンペーン商品の強化や、注文機会創出を目的とした各種販促施策が奏功し、
既存店売上高は好調だったものの、前期の店舗閉店の影響により、減収となる。

<経常利益> 前期比 △236百万円、増減率 - %
・中東情勢の影響による主要食材及び資材等の仕入れ価格上昇、テレビCM放映等の広告宣伝費
の増加、従業員の労働環境向上・処遇改善に向けた人的資本への投資等により、減益となる。

△31 △42



お盆期間等の繁忙期売上が好調だったものの、店舗閉店の影響により売上高は減少、
主要食材の原価高騰、CM放映コストの増加等により、減収減益
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連結業績推移 –第２四半期
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27.3期
２Ｑ業績

<売上高> 前期比 △143 百万円、増減率 △2.5 %
・お盆期間、シルバーウィーク期間の繁忙期の売上は好調だったものの、前期の店舗閉店の
影響により、減収となる。

<経常利益> 前期比 △181 百万円、増減率 - %
・中東情勢の影響による主要食材及び資材等の仕入れ価格上昇、シルバーウィークに向けた
テレビCM放映によるマーケティングコストの増加等に伴い、減益となる。

△38
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経常利益の前期比増減の構成 第２四半期
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店舗数・拠点数の増減
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事業形態 ブランド
26.3期末
店舗数

出店 閉店
27.3期

2Q店舗数

宅配事業 銀のさら 348 2 △1 349

釜寅 213 1 － 214

すし上等 130 1 － 131

その他 イートイン業態 4 1 △1 4

合計 695 5 △2 698

26.3期末
拠点数

拠点開設 拠点閉鎖 区分変更
27.3期

2Q拠点数

直営店 93 3 △1 0 95

FC店 259 － △1 0 258

合計 352 3 △2 0 353



連結B/S 対前期末
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ポイント

資産 △743百万円
-----------------------------------------
【流動資産】     △1,803百万円
• 現金及び預金 △2,152百万円
• 原材料及び貯蔵品 ＋312百万円
• 建物   ＋94百万円

【固定資産】  ＋900百万円
• 投資有価証券 ＋643百万円

負債 △830百万円
-----------------------------------------
【流動負債】  △539百万円
• 未払金 △103百万円
• 未払法人税等 △225百万円

【固定負債】     △291百万円
• 長期借入金 △490百万円

純資産 ＋87百万円
-----------------------------------------
【株主資本】  △355百万円
• 中間純損失   △81百万円
• その他有価証券

評価差額金 ＋442百万円
• 配当金 △146百万円
• 自己株式 △147百万円

26.3期末 27.3期 2Q 前期比

流動資産 9,888 8,084 △1,803

(うち現預金) 7,700 5,547 △2,152

有形固定資産 722 971 ＋248

無形固定資産 387 342 △44

投資その他資産 4,226 5,082 ＋856

資産合計 15,224 14,480 △743

流動負債 3,874 3,335 △539

(うち1年内有利子負債) 980 980 -

固定負債 2,499 2,208 △291

(うち1年超有利子負債) 1,825 1,334 △490

負債合計 6,373 5,543 △830

株主資本 7,897 7,541 △355

純資産合計 8,850 8,937 ＋87

負債・純資産合計 15,224 14,480 △743

（単位：百万円）



取り組み：「 満月とうさぎ 」お月見の世界観をお寿司で表現した創作寿司
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宅配寿司「 銀のさら 」において、お月見向け商品を

期間限定で販売しました。

秋の夜空に浮かぶ満月と、月を見上げて跳ねるうさ

ぎでお月見の世界観を表現した、お月見限定3商品をご

用意しました。

お月見商品をご注文いただくだけで、食事を楽しみ

ながら、季節を感じ、日本ならではの行事に触れられ

る「特別な思い出になるような商品にしたい」という、

思いが込められています。



取り組み：猛暑の夏に食欲そそるメキシカン釜飯
                               『 タコスミート釜飯 』を期間限定販売
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宅配御膳「 釜寅 」において、ブランド初となるメキ

シカンアレンジメニュー『 タコスミート釜飯 』を期間

限定で販売しております。

タコスミートならではのスパイスや、別添えのハラ

ペーニョレリッシュでピリッとした辛さを加えること

で、食欲が落ちがちな暑い季節でも最後まで食べやす

い味わいを目指しています。

「 釜寅 」は、これからもワクワクするような食体験

を通して、皆様の食卓を豊かにする挑戦を続けてまい

ります。



取り組み：蕎麦業態「 最上製麺 」3号店を愛知県でオープン
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蕎麦業態「 最上製麺 」では、過去最大の大型店舗と

なる「 最上製麺 岩倉店 」をオープンしました。

店内には、周囲に気兼ねなく足を伸ばしてリラック

スできる「小上がり席」を配置。広々としたボックス

席も備えており、小さなお子様連れのファミリー層は

もちろん、地域の集まりやビジネスパーソンなどの団

体での利用にも快適に過ごしていただける設計となっ

ています。



取り組み：次世代モビリティの本格導入で脱炭素と採用難解決を両立
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宅配寿司「 銀のさら 」では、排気ガスを出さない

「 EVジャイロ（電動三輪バイク）」と「 （特例）特定

小型原動機付自転車 」を、新たに本格導入しました。

排気ガスを出さないことによるCO2削減などのSDGsへ

の貢献、運転免許不要の「 （特例）特定小型原動機付

自転車 」の導入による採用間口の拡充を実現し、環境

保護と雇用の多様性を両立させることで、持続可能な配

達網の構築を目指してまいります。
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